
No. 103

8 -1st- 19
19 -2nd- 5
9 -3rd- 9
23 -4th- 16

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 14 0 5 4 1 4 * 9 0 4 1
* 19 1 6 4 1 5 * 7 0 3 1
* 0 0 0 0 0 6 * 7 2 0 1
* 0 0 0 0 1 7 * 14 4 1 0

- - - - - 8 * 9 0 3 3
- - - - - 9 0 0 0 0

* 4 0 2 0 2 10 3 1 0 0
- - - - - 11 - - - -
- - - - - 12 - - - -
- - - - - 13 - - - -
- - - - - 14 - - - -
- - - - - 15 - - - -
10 0 4 2 1 16 - - - -
12 0 6 0 1 17 - - - -
- - - - - 18 - - - -
          
          
          
          
          

 
59 1 23 10 7 49 7 11 6

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール
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 篠原　　駆 

第１ピリオド、殖蓮中、大類中ともにマンツーマンでスタート。開始早々、殖蓮中のファーストブレイ
クやアーリーオフェンスなどの速いプレイでリズムつくる。大類中は、殖蓮中のマンツーマンに苦し
み得点をあげることができず、６分を経過した時点で１７－０と殖蓮中が大量リード。第１ピリオド終
了間際に大類⑤の得点などで１９－８で第１ピリオドを終える。
第２ピリオドに入ると大類中がスクリーンを利用したオフェンスでリズムをつかむ。大類中⑤、⑯のド
ライブや長身を生かしたりバウンドで得点を重ねる。殖蓮中は１対１を仕掛けるが大類中のディフェ
ンスのカバーが速く得点をあげられず第１ピリオドとは逆の展開になり、２４－２８と大類が逆転し前
半を終える。
第３ピリオドでは、序盤お互いシュートミスが続き得点があげられない。大類中はゆっくりとしたボー
ル回しから攻撃を仕掛け、殖蓮中のスピードを抑える作戦に出る。これが成功し３３－３６と大類中
リードのまま第３ピリオドを終える。
第４ピリオドに入ってもと大類中は自分たちのゆっくりとしたペースから⑤、⑯のドライブで得点を重
ねていく。一方、殖蓮中は出だしシュートが決まらず相手のペースを崩せないまま時間が過ぎてい
く。残り３分半で殖蓮中⑦、⑥の３Ｐなどで３点差までつめよるが、大類中も⑤、④のドライブで得点
をあげていく。残り２分から殖蓮中がハーフの２－１－２ゾーンを仕掛けるが最後まで大類中のペー
スを崩せず４９－５９で大類中が勝利した。（文責：西原）

4
5
6
7
8
9
10

 

 庄司健太郎 

 剣持　光博 

 久保田善則 
 新井　佑真 
 下城　貴康 

 花村　雄樹 

 鈴木　勇人 

 西岡諒汰郎 

○

59

期　　　日： 2008(H20)年6月8日 (日)

開始時間： 10:20

NO.

終了時間：

 阿久澤剛史 
 岡田　祐人 

選手名

 赤石　裕亮 
 鈴木　大空 

殖蓮●

49
(高崎)

大類

(伊勢崎・佐波)

 丸橋　篤人 

F

2
4 中島　翔太 

 岩崎　萌汰 
選手名

3

 

 鈴木　祐哉 
 岡庭　健太 
 小林　勇士 

 

15

FT:

合計
佐々木愼一 
 

合計
梅澤　　晋 

スターター

 蜂須　政貴 
 松田　　涼 

 松沢　侑祐 

 

 小出　昇吾 
 篠原　　司 

 高橋　昞官 
 安達　祐人 

 

 渡辺　成人 

 三木　貴輝 

大会名称：

開催場所：

試合区分：

第２８回　バスケットボール大会
平成２０年度　群馬県中学校春季大会

桐生市民体育館　Aコート

男子 準決勝

主審：

副審：

 

鈴木 秀行

吉田 和樹

 
 

  
 

コーチコーチ

群馬県中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート
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